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アメリカ合衆国職業安全衛生局（United States Occupational Safety and Health Administration。略称「US-OSHA」。以下単に「US-OSHA」と

いいます。）の「基準 1910.146-立ち入りに許可が必要な閉鎖空間」についての全文の「英語原文－日本語仮訳」の形式での紹介 

 

（タイトルペーパー及び目次） 

本稿は、US-OSHA の「基準 1910.146-立ち入りに許可が必要な閉鎖空間」の本文の規定並びに附属書の A、B 、C、D、E 及び F（別記参照）の全文（ただし、

対訳の形式で紹介することになじまない D については英語原文のみを収載しています。）について、原則として「英語原文―日本語仮訳」の形式で紹介するもの

です。 

この基準は、一般産業の被雇用者を、立ち入りに許可が必要な閉鎖空間への立ち入りの危険から保護するための作業及び手順に関する包括的な要求事項を含んで

いるので、我が国にとっても参考になるものと判断して、この資料を作成しました。 

なお、この基準は、農業、建設業又は造船所（それぞれ US-OSHA の基準第 1928 部、第 1926 部又は第 1915 部が適用されます。）には適用されません。  

（別記） 

英語原文 左欄の日本語仮訳 

Appendix A to § 1910.146：Permit-Required Confined Space Decision Flow 

Chart 

§1910.146 の附属書 A ：許可が必要な閉鎖空間の決定フローチャート 

1910.146 App B: Procedures for Atmospheric Testing. §1910.146 の附属書 B：空気試験の手順 

1910.146 App C: Examples of Permit-required Confined Space Programs §1910.146 の附属書 C：許可が必要な閉鎖空間プログラムの例 

Appendix D to § 1910.146 - Sample Permits  §1910.146 の附属書 D：許可例 

App E: Sewer System Entry. §1910.146 の附属書 E：下水道システム立入 

Appendix F to § 1910.146 - Rescue Team or Rescue Service Evaluation 

Criteria (Non-Mandatory) 

§1910.146 の附属書 F：救助チームや救助活動員の評価基準（非義務） 
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